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３学期県算研研究発表会報告！
【小学校部会】
当研究会におきましては,テス1､結果について分析・考察を行い,本県児童の算数学習の定着と課題をとらえ
ていきたいと考えています。それらを研究発表会等の機会を通じて報告させていただくとともに，次年度の研
究課題設定の資料として活用しています。
尚詳細の報告につきましては,平成23年度の１学期の研究発表会に行う予定です。

問題１３２０までの数の系列
数直線を使って数系列を考えさせる問題である。大きい数は右へ進む，小さい数は左へ進むと分かっていて
も，１５より４大きい数を答える際,１５を起点に数えるとき15をｌとして数えてしまい18を答えとしている。同
様にして15より５小さい数を11と答えている誤答が多かった。すごろく遊びのような起点からすすんでいく活
動などを取り入れることで楽しく定着を図っていきたい。
１年生においては数直線を利用する経験が少ないので，数直線を利用することの必要性や良さを感じ取れる

経験を増やしたい。数直線は数系列を学習する時だけでなく，常時教室に掲示し，数の大小や加法・減法など
の学習で理解の助けとなる資料として活用したい。
《指導助言》………………………………………………………"………………………"……"……"･……"…………
（参加者からの数直線は連続量を表しており，離散量として１年生で数直線を扱うのはいかがなものか？と
いう意見に対して）確かに数直線は稠密性を前提にしているが，離散量を表しても吝かではない。ただ，１
年の教科書に数直線はほとんど出てこないし，レデイネスはどうなっているのかというようなことにも注意
して出題する必要はある。数直線を扱った問題はどの学年でも正答率があまりよくないが，中学，高校と進
んでも数直線を使うので．小学校できちんと扱えるようにしておく必要がある。
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問題２２位数十ｓ位数
問題２の主な誤答854(23.7％）

問題４3位数-a位数
問題４の主な誤答101(5.3%)
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式を筆算にするときに，位を間違えて記入した誤答が多かった。式の意味をよく考えないで筆算に書いて，
機械的に処理してしまうことなどで間違いが多くなる。具体物で考えたり，お話作りをしたりすることで計算
の意味をしっかりと捉えさせることが重要である。また，式を筆算に書くことや見積もりやたしかめ算をする
ことも大切である。
《指導助言》･･…………………･……………･…………………･‘…………-………･……………………･…
マス目の数を多くすれば余裕をもって筆算が書けるため，位の間違いが減るのではないか。
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第３学年の今年度の平均点は78.87点であった。移行措置の内容の問題が２問あり，４位数の加法・減法で
あった。特に４位数の減法の問題は正答率が低く，68.2％であった。空位のある繰り下がり１回の減法で，誤
答から一の位のひき算はほぼできているのに対し，空位のひき算の間違いが目立った。指導の手立てとして，
7001-4684などの計算は，空位のある特別なひき算と考え，まず，計算手続きに入る前に，「7001は，6990と
l1とから成る数である｡」ということを理解させる。次に，一の位の計算を済ませ，十の位の計算で700を699
とメモする。699から468をひいて231なので，答えは2317である。最も正答率が低かったものは⑮体積の大小
関係についての問題で50.7％であった。数値を大きい順に，単位は小さい順に並べた結果，単位の大きさだけ
を見て判断したものが多かった。また，誤答では350mLと２dLとの大小が逆になっているものが多く,1dL
=100mLの関係がつかめていないようであった。指導の要点の１つは，単位の記号についてふれること。もう
１つは意味づけて量感をつけることが考えられる。量感は見たり触れたりして，何かを拠りどころにして，間
接的にまた関係的(比例の見方)につかんでいくものと考えられる。
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